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岸本委員　本日は、平成 30年 5月から熊毛郡医
師会長になられました滿岡 裕 先生にお話をお伺

いします。お忙しい中ありがとうございます。よ

ろしくお願いいたします。まず、熊毛郡医師会に

ついてご紹介いただけますか。

滿岡会長　熊毛郡医師会は少人数で頑張ってお
り、会員は全体で 21 名で A会員 12 名、B会員

8名、C会員 1名となっています。年齢構成とし

ては 80代の先生が 1名、70代 7名、60代 3名、

50 代 4名、40 代 5名、30 代 1名で平均年齢は

61歳です。12の診療所があり、そのうち有床診

療所が 2となっています。病院は 1つで計 13医

療機関となっています。

岸本委員　医師会長は輪番制とお聞きしています
が。

滿岡会長　2年ごとにどんどん廻していっており
ます。

岸本委員　次に会長になる先生が副会長をされて
いるようで、スムーズに交代されていくわけです

ね。

滿岡会長　今のところはそうですね。

岸本委員　小さい医師会と仰いましたが、まと
まりが良いですね。輪番と言えども、中には「や

りたくない」と思う先生も居られるのではないで

しょうか。

滿岡会長　皆さんやっていらっしゃることなの
で。

岸本委員　会長の仕事内容について、マニュアル
みたいなのはありますか。

滿岡会長　代々の先生が作成されたものがあり、
それにプラスアルファしていっており、わからな

い所は直接聞いたりしています。

岸本委員　聞ける雰囲気があるのが良いですね。

滿岡会長　過去にやっておられる先生は協力して
くれますし、まだ会長になられていない先生もい

ずれ廻って来るということで積極的に協力してく

れます。
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岸本委員　他人事ではないということですね。

滿岡会長　特に A会員の人数が少ないので、多
い人では県医師会の担当業務が 4つぐらいあり

ます。

岸本委員　行政との関係の話になるかと思います
が、介護保険の認定審査会への出務など大変では

ありませんか。

滿岡会長　B・C会員を除いて、A会員は一部の
高齢の方以外は全員出席で、月に 1～ 2回ぐら

いあります。

岸本委員　田布施町、平生町、上関町の 3つの
地域でまとまっておられますが、皆さんが集まら

れる場所はどちらになるのですか。

滿岡会長　研修会の場所は平生まち・むら地域交
流センターが多いですね。そこが使えない時は平

生町の保健センターを借りたりしています。

岸本委員　平成 28 年に熊毛郡医師会の主催で
開催されました第 122 回周南医学会の公開講演

「チャレンジすることで越えられる」を拝聴しま

した。片腕のゴルファー小山田雅人さんの話、良

かったです。前列の方でカッターシャツの高校生

の一群が、熱心に聞いていたのが印象的でした。

ご準備が大変だったと思います。　

滿岡会長　ありがとうございます。斉藤前会長が
非常に頑張っておられました。

岸本委員　たくさんの方が来られていて非常に良
い会だったと思います。次に救急医療についてお

伺いしたいのですが、熊毛郡医師会だけではなか

なか成立し難いものがあるかと思いますが、どの

ように対応されているのですか。

滿岡会長　休日夜間診療所を柳井市が行ってお
り、柳井医師会と熊毛郡医師会が協力して廻して

おります。

岸本委員　柳井まで出務されているのですね。平
日夜間もされているのですか。

滿岡会長　月曜から金曜までの夜間と日曜祝日で
す。

岸本委員　外来診療が終わってから行かれるのは
大変ですよね。

滿岡会長　１か月半ぐらいで１回廻ってくるぐら
いなのでなんとかやっています。

岸本委員　病診連携については、病院は柳井の周
東総合病院ですね。

滿岡会長　そうです。地元の柳井医師会にだけで
はなく、熊毛郡医師会にも気を遣っていただいて

おり、うまくいっていると思います。

岸本委員　柳井医師会が一番協力体制にある医師
会になりますか。

滿岡会長　二次医療圏は、柳井広域で柳井市、大
島郡、熊毛郡となりますが柳井が一番近いので、

そうなるかと思います。　

岸本委員　エリアが広いということは、連絡する
のに新しい機器を使うとずいぶん合理化できます

ね。

滿岡会長　今後、周東総合病院を中心に、委員会
を立ち上げる予定になっています。

岸本委員　熊毛郡医師会は事務局も持ち回りと
伺っておりますが。

滿岡会長　今は当院が事務局となっており、事務
局を構えるにあたり、新たに事務員を 1名雇用

いたしました。

岸本委員　慣れた事務スタッフが居られると助か
りますね。連絡は FAXがメインですか。
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滿岡会長　メールが使えない環境にある先生もい
らっしゃいます。そのため、基本的には FAX で

連絡しています。

岸本委員　行政とのかかわりについては、いかが
ですか。

滿岡会長　介護保険に関しては３町合同でやって
います。

岸本委員　熊毛郡は広島広域都市圏に入っていま
すが、広島県との結びつきに関してはいかがです

か。

滿岡会長　不便はほとんど感じておりません。確
かにドクターヘリに関しては柳井、平生、上関ま

では広島のドクターヘリが優先となっております

が、田布施になると山口になり、ちょうど分かれ

目となっております。

岸本委員　女性医師はどのぐらい居られますか。

滿岡会長　人数的には少ないです。

岸本委員　曽田貴子 先生が前々期の会長を務め
ておられましたね。次に先生ご自身についてのお

話を伺わせてください。まずは会長になられてか

らのご心境と、お気付きの点などありましたら、

教えてください。

滿岡会長　非常に大変な仕事を仰せつかったなと
いうのが正直な気持ちで、荷が重いです。

岸本委員　普段の診療へのご負担などはいかがで
すか。

滿岡会長　それはないようにしております。会長
になったからには 2年間頑張ろうと思っていま

す。

岸本委員　県医師会へ行かれることも多いかと思
いますが、時間もかかり大変ではないですか。

滿岡会長　1時間半ぐらいかかります。平均する
と月に 1回は行っていると思います。

岸本委員　私も広報委員として月に 1回行って
います。他のエリアの先生とお話できるので楽し

みでもありますが、時間的には広島に行くよりも

遠いです。ちなみに今日、下松からここまで 40

分で来ることができて意外に近いということがわ

かりました。次に滿岡先生のご略歴を教えていた

だけますか。

滿岡会長　出身大学は愛知医科大学で、その後、
広島大学の第一内科に入局し、消化器内科を専門

としています。いろいろ大学病院等を転々としま

したが、ほとんどが救急病院でした。平成 22年

に当院を開業しました。

岸本委員　お生まれはどちらですか。

滿岡会長　広島県ですが、妻が平生町の出身なの
で、こちらに居ります。

岸本委員　それは素敵な話です。山口県のドク
ターが一人増えて奥様に感謝です。住みやすいで

すよね。

滿岡会長　結構気に入ってます。

岸本委員　ご趣味とかスポーツはいかがですか。

滿岡会長　野球はカープファンです。大学時代は
ラグビーをやっていました。ただし、スクラムの

方ではなく、後ろで走る役でした。体型は今とは

違っていました。好きなものはワインです。もっ

ぱら安物ですが。後は温泉も好きで、岩国の雙津

峡温泉などは好きですね。

岸本委員　あの錦町の温泉は風情があって良いで
すね。ご旅行はされますか。

滿岡会長　最近は学会等で年に何回か行くぐらい
ですね。家族とは連休などに近場にキャンプに行
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きます。

岸本委員　結構幅広い趣味をお持ちで、上手に息
抜きをされていることがわかりました。音楽は聴

かれますか。

滿岡会長　学生の頃は洋楽、ポップスからロッ
ク、ヘヴィメタルも好きでしたが最近は聴いて

いません。小学生の頃まではピアノを習ってい

ましたが、先日、弾こうと思ったら、楽譜は読め

るんですが手が動かず、全く弾けませんでした。

岸本委員　将来、高齢になってから脳トレを兼ね
てピアノに再チャレンジされるとよいかもしれま

せんね。次に、座右の銘、あるいは好きな言葉は

ありますか。

滿岡会長　座右の銘というほどのものはありま
せんが、「今できることを一生懸命する」という

ことですかね。

岸本委員　さりげなくて良い言葉ですね。最後に
県医師会へのご意見や要望はありますか。

滿岡会長　熊毛郡医師会は少人数のため、学校医
等も一人で複数やっており、スケジュール調整が

結構大変なので、行事予定について早い段階で教

えていただけると幸いです。

岸本委員　早く分かれば、その分、動きやすいで
すし、仕事量は同じでもやり易さが違ってきます

ね。本日は貴重なお話をお聞かせいただきまして

ありがとうございました。先生の今後ますますの

ご活躍を祈念しております。

　若さと落ち着きが両立している滿岡会長は、質

問をしっかりと受け止めてから、穏やかな口調で

わかりやすく答えを返される。途中、言うべきこ

とは力強く端的におっしゃる。ご指摘いただいた

ように、情報伝達の工夫や改善で負担を減らし、

しかもより正確に迅速に伝えることが可能であ

る。コンパクトな医師会の仕事の流儀に以前から

関心があったが、今後の参考になるお話を伺うこ

とができた。


